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の
人
々
が
福
祉
国
家
敫
設
.を
主
萊
し 

て
い.
る
が
、
福
祉
国
家
.
と
は
ど
の
よ
ぅ
な

C

の
か
に
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つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
乏
し
い
。

恐
ら
く
、

人
々
，が

福
祉
国
家
的
行
き
方
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
念 

頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、

戦
後
の
英
国

'
の
迪
.っ
た
よ 

う
な
道

.

で
あ.

ろ
う
。

と
こ
ろ
が
戦
後

.

の
英
国
に
.お
い 

て
行
な.

わ
れ
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た
社
会
保
障
を
中
心
.と
す
る
福
祉
国
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政
策
に
つ
い
て
の
.本
格
的
な
研
究
書
は
な
か
っ
た
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い
っ

.

で
よ..

い
。.
長
守
善
教
授
の
本
書
は
、
望
ま
れ
て 

い
た
こ
の
種
の
研

.

究
書
へ
の
■要
望
を
充
分
満
た
し
て 

く
れ
石
優
れ

'

た
書
で
あ
る
0

へ
:

>:
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1

か
し
、
本
書
ば
、
•¥
に
福
祉
国
家
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国
の
実
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を
分
扮
ず
る
.だ
け
の
本
で
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な

い
。
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国

家

の

実
 

際
を
分
析
す
る
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と
ど
へ
ま
ら
ず
、
そ
の
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景
に
あ
る 

^

想
'に
ま
で
さ
'
か
：の
ぼ
ら
て
、
福
祉
国
家
思
想
形
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の
：歴
史
を
，-考
察
じ
て
い
る
点
が
本
書
の
一
つ
の
特
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で
あ
る
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ま
た
、
福
祉
国
家
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ギ
リ
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ス
<0
当
面
せ
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済
的
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困
難
に
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つ
い
て
も
鋭
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析
が
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え
ら
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て
い

る
が
、
こ
の
よ
.
う
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際
の
政
策
と
そ

9

背
後 

に
あ.
る
思
想
と
■福
祉
国
家
的
政
策
の
歴
史
的
発
展
と
へ 

の
関
連
を
考
膝
し

’
つ
、
つ
：問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ 

っV
、

福
祉
国
家
の
性
格
乃
至
：本
質
を
浮
き
ぼ
り
に
：
 

す
る
こ
と̂

成
功
し
て
い
る。-

先
ザ
第
二
部
撟
祉
国
家
の
越
念
で
は
、
福
祉
国
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思
想
の
系#

が
考
察
隹
れ
て
お

1り
、
第
二
部
福
祉
国 

家

の

：
形

晛

過

程

；
：
で

は

:;
>

ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
.福
祉
国
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